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された「ふれあい広場」のオープニングセレモニーで、すばら

しい演奏と演技を披露してくれた、わかば保育園と大湯保育園の幼年消防クラブのチビッ子たちです。
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⑦
隠
居
器
具
の
整
備
・
点
検
を
。

　
暖
房
シ
ー
ズ
ン
前
に
は
、
故
障
し

て
い
な
い
か
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ス
ト
ー
ブ
を
力
－
テ
ン
や
家
具
に

近
づ
き
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
ス
ト
ー
ブ
の
前
面
と
上
部
に
Ｉ
メ

ー
ト
ル
、
左
右
と
後
部
に
は
1
5
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
が
必
要
で

す
。
②
洗
た
く
物
を
ス
ト
ー
ブ
の
上
や
こ

た
つ
の
中
に
干
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
熱
せ
ら
れ
た
空
気
の
流
れ
で
落
ち

た
ら
危
険
で
す
。

③
部
屋
に
誰
も
い
な
い
時
は
、
ス
ト

ー
ブ
を
必
ず
消
し
ま
し
ょ
う
。

④
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
確
実
に
火
が
消

え
て
か
ら
給
油
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
に
、
燃
え
や
す

い
も
の
や
ス
プ
レ
ー
缶
を
置
い
て
い

ま
せ
ん
か
。

　
ス
プ
レ
ー
缶
が
あ
つ
く
な
っ
て
破

裂
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

⑥
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
寝
て
い

ま
せ
ん
か
。

　
一
酸
化
炭
素
中
毒
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。
注
意
が
必
要
で
す
。

暖
房
器
具
の
取
扱
い
は
、

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
こ
と

問題:このイラストの中に危ないところはいくつあるでしよう。

　　　　　　　　　　　　　(答えはこのページの欄外にあります｡)

●

●

｢未来の消防士｣めざいr
　中学生の職場体験学習

　９月６日､花輪第一中学校の３年生

９名が職場体験学習で消防署を訪れ、

消防の仕事について色々なことを学び
ました。
八
，うお一

う
ま
く
消
せ
る

　
　
か
な
あ
？

１１月９日は、『１１９番の日』です。
「１１９番の日」は、昭和62年（1987年）に自治体消防40周年

を記念して制定されました。

火事・救急・救助は119

火事です

｢119｣
救急です

ノ
落ち着いて、ゆっくり、はっきりと電話する。

　例：火事のとき｢○○が燃えています｣

　　　救急のとき｢(だれ)が(どんな状態)です｣

｢いざ｣という時に備えて自宅の住所や名前を書いて、電話の近くに張

っておきましよう。

秋の火災予防運動
１１月３日(日)から９日比)まで、

全県一斉に秋の火災予防運動が

実施されます。

各地区では住民防火運動が行わ

れます。

○
○
○

八幡平：大里自治会
十和田：沢尻自治会
小　坂：大川岱自治会

住民防火運動では
・防火座談会
・救急一般講習会
・消火訓練
などが行われます。

この機会にぜひ参加

して、我が家の防災

を再点検してはいか

がでしょうか。

(茄苔回生○/て圭一７　り摂西普選　９卯月〉摂西田一司八と　９りより耽鴎寧畜=7り(≒c/￥　りか1■n嗇眼原￥　９り・ｎ士刄聯匙ＷＩＴ篁)[９：‾ど泌(のごｙ∠ﾝ



家
庭
内
で
の
思
わ
ぬ
事
故
－
■

　
　
　
　
　
　
　
　
－
入
浴
事
故
編
－

　
　
　
　
　
　
　
あ
る
年
の
1
2
月
の
寒
い
夜

ｊ
　

「
は
い
、
消
防

1
1
9
番
で
す
・
火
事
で
す
か
、

　
｀
ｊ
｀
　
－
ｆ
　
　
　
　
　
　
救
急
で
す
か
。
」
　
通
信
室
に
緊
迫
し
た
声

が
響
く
。

家
族
か
ら
の

1
1
9
番
通
報
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
風
呂
に
沈
ん

で
い
る
！
は
や
く
・
・
・
は
や
く
き
て
く
だ
さ
い
。
」
と
、

ふ
る
え
た
声
で
の
1
1
9
番
通
報
で
あ
っ
た
・
通
信
室
は
、
一
刻

も
早
く
救
急
車
を
出
動
さ
せ
る
た
め
、
動
揺
す
る
通
報
者
を

落
ち
着
か
せ
、
住
所
・
氏
名
を
聴
き
出
す
・
・
・
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
風
呂
か
ら
上
げ
て
直
ぐ
に
、
人
工
呼
吸
と
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
っ
て
下
さ
い
。
」

通
信
室
か
ら
は
、
口
頭
指
導
を
試
み
る
。

今
夜
３
件
目
の
入
浴
事
故
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
寒
く
な
る
と
、
こ
の

回弓)回鍛鋼

よ
う
な
入
浴
中
の
事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
入
浴
中
の
急
激
な
血
圧
変
動
が
心
筋
梗
塞
や
脳
出
血

の
発
症
の
引
き
金
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
は
、
何
ら
か
の
疾
病
（
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脳

疾
患
に
よ
る
後
遺
症
等
）
を
持
っ
た
方
も
多
く
、
入
浴
時
に
急
病

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
意
識
障
害
を
伴
っ
て
溺
水
状
態
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
口
頭
指
導
と
は
、
心
肺
停
止
状
態
の
時
に
人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
手
順
を
電
話
で
状
態
を
確
認

し
な
が
ら
指
導
す
る
こ
と
で
す
。

●

橿朧朧転開白言・入浴中の突然死を予防する８カ秦
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①
冬
場
の
熱
い
湯
は
避
け
る
。

　
3
8
服
～
4
1
度
の
湯
で
入
浴
時
間
は
2
0
分

以
内
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
脱
衣
場
の
暖
房
化
を
。

　
浴
槽
は
深
く
せ
す
、
手
す
り
や
安
全
が

ラ
ス
の
使
用
な
ど
浴
室
の
構
造
も
改
善
し

ま
し
ょ
う
。

③
「
二
番
湯
入
浴
」
の
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
浴
室
が
温
か
く
、
浴
槽
の
お
湯
が
沸
か

し
た
て
ほ
ど
熱
く
な
い
の
で
体
へ
の
負
担

を
軽
く
し
ま
す
。

④
浴
室
を
温
か
く
す
る
。

　
浴
槽
へ
の
給
湯
は
、
シ
ャ
ワ
ー
を
使
用

す
る
。

⑤
入
浴
法
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
か
け
湯
」
は
、
足
元
・
お
な
か
・
肩

の
順
に
行
っ
た
り
、
水
位
を
低
く
し
た

「
半
身
浴
」
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
。

⑥
入
浴
直
前
、
直
後
に
薬
を
服
用
し
な
い
。

　
特
に
血
圧
降
下
剤
や
睡
眠
薬
・
鎮
静
剤
・

精
神
安
定
剤
な
ど
の
服
用
は
避
け
る
。

⑦
一
入
湯
や
長
湯
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、
糖
尿
病
な
ど
の

既
往
症
の
あ
る
高
齢
者
の
入
浴
は
注
意
が

必
要
で
す
。

⑧
家
族
に
一
声
か
け
て

か
ら
入
浴
し
ま
し
よ
う
。

　
特
に
高
齢
者
が
入
浴

す
る
際
に
は
、
注
意

が
必
要
で
す
。

●

すまいてしー幽恵糠も腫
・
隋繭ひとロメモ

連載

　鹿角消防では、県下に先駆けて急病人やケガ人など

へ少しでも早く応急手当を行うため、次のような場合

に救急車のほかに消防車などでも出動し､救急救命活動

を行う体制を開始しています。

①救急車が出動中で不在のとき。

②交通事故や作業事故のとき。

③急病人やケガ人が多数発生したとき。

④救急隊だけでは、救急救命活動が困難なとき。

※消防車の火災出動と救急救助出動の区別の方法

火災のときは｢警鐘とサイレン｣、

救急救助のときは｢サイレン｣を鳴らして出動します。

　　　　知って得する!
卒中で倒れたときの対処法

&　　　　　　　　　　①頭をやや高くし

づ７

"　二こ4､ご､.--ごｰ･一　　　　　呪ﾘ
　■■㎜--'|････････　.　･w-
　　　　　　②嘔吐に備え、顔

　　　　　　は横向きにする．

③衣服をゆるめて

保温する。
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田鎖消防副士長

　人命救助技術の安全・迅速・確実性を競い合う、全国消防救助

技術大会の『はしご登はんの部』に田鎖和幸消防副士長が出場し、

見事入賞しました。

　この大会は、全国に約15､000人いる救助隊員の中から各地区

大会を勝ち技いてきたわずか680人の救助のスペシャリスト達に

よる競技会です。

　鹿角からの全国大会出場は、19年ぶり２人目の快挙です。

自
主
防
災
組
織
防
災
訓
練

　
１
０
月
６
日
（
日
）
、
鹿
角
市
主
催

に
よ
り
湯
瀬
温
泉
地
区
防
災
会
を
対

象
に
湯
瀬
体
育
館
敷
地
内
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
防
災
関
係
機
関
と

地
域
住
民
が
協
力
し
て
地
震
や
火
災

等
に
対
し
各
種
訓
練
を
行
い
、
災
害

発
生
時
に
地
域
住
民
の
応
急
対
策
な
ど

防
災
活
動
が
迅
速
か
つ
的
確
に
実
施

で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

参
加
者
は
防
災
意
識
を
よ
り
Ｉ
層
高

め
ま
し
た
。

第
3
9
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

　
８
月
2
7
日
（
火
）
、
県
内
の
各
支
部
大
会
を
勝
ち

抜
い
て
き
た
消
防
団
員
の
消
火
技
術
を
競
い
合
う

大
会
が
、
秋
田
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
鹿
角
支
部
大
会
で
優
勝
し
た
鹿
角
市
消
防
団
尾

去
沢
第
１
分
団
と
同
ハ
幡
平
第
１
分
団
が
、
早
朝

の
猛
練
習
を
積
み
重
ね
、
全
県
一
を
目
指
し
出
場

し
ま
し
た
。
惜
し
く
も
全
県
制
覇
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
操
法
を
披
露

し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

　
尾
去
沢
第
１
分
団
第
１
部

　
　
　
　
（
下
モ
平
）
２
位

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

　
八
幡
平
第
１
分
団
第
１
部

　
　
　
　
（
谷
　
内
）
７
位

●

識Q&A知㎜豆消仙

消防機器の紹介
　　｢可搬式ウィンチ｣

　(特徴)

　可搬式ウインチは、動力を使用せずに人力

操作のみによって牽引作業ができ、どの角度

最大能力は、
でも操作が可能です。

毎
年
、
春
と
秋
に
行
わ
れ
て

Ｏ
’
１
い
る
火
災
予
防
運
動
っ
て
い
つ

　
　
‘
ａ
　
=
Ｉ
Ｌ
&
＿
ｔ
ｓ
ｌ
―

か
ら
行
わ
れ
た
の
？

　
昭
和
５
年
３
月
７
日
防
火
運
動
と
し
て
、

京
都
・
大
阪
・
兵
庫
・
滋
賀
・
奈
良
の
２
府

３
県
の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
た
の
が
始
ま
り

で
す
。

　
　
　
火
災
予
防
週
間
は
な
ぜ
一
週

Ｑ
２

間
な
の
？

　
昭
和
2
0
年
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
軍
総
司
令
部
）

の
指
示
で
、
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
1
0
月
2
1
日
か

ら
2
7
日
ま
で
の
一
週
間
、
全
国
一
斉
に
火
災

予
防
週
間
と
し
て
実
施
し
た
の
が
始
ま
り
で

す
。

●

　広報「消防鹿角」や消防署へご意見、ご要

望等がございましたら下記の連絡先までお願

いします。

　また、９月よリホームページを開設してお

ります。そちらもご利用下さい。

　（使用例）

　事故車両の引き離し、

挟まれている部分の拡

張、重量物の吊り上げ

等、救助作業に幅広く

使用できます。

　○右写真は、実際に

車両を牽引している例。

http://www.ink.orgp/゛fdkazuno/

○消防本部･消防署電話２３－５６０１

　　　　　　　　　　ｆａｘ２３－５６０５

○十和田分署　　　電話３５－２００６

　　　　　　　　　　ｆａｘ３５－２００７

○小坂分署　　　　電話２９－２１１９

　　　　　　　　　　ｆａｘ２９－３７３１

○八幡平分駐所　　電話３４－２２２９


	page1
	page2
	page3
	page4

